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16.溶 液 内励 起 分 子 の 電 荷 移 動 反 応




Fe(H20);2十 Fe(H20):5- Fe(H20)6'5十Fe(H20)6+ の ような反応では,
solvationstateの reOrganizationのた めにか な り大 きな活性 化 エネ 7レ









weakinteractionの mechanism による励起移威 )で牢･相互作用の大きさβは振
動準位の巾よりも小さい串㍉ これと同様のmechanism と考えられる電子移動 の遷移
確率 kt- 1011sec-1程度と思われ･振動緩和とcompatable かややおそい程度と思










移確率 kiは増大するOで- kf/(kf+ki)- kfTで･,kf の減少の程度だけ甲の
方が大きく減少する.51
*






考えられている05･6)･ 1(A-･･･D+)弁 は電子移動した直後の･振動緩和 (kv )や溶媒のVS
'A*一十D s (1At･D) ≡
･′ k;









ベンゼン,TCN-B- ト′レエン等について,そのけい光状態の孜収スペク ト′レの測# )
やけい光の時間分割スペク トルの測定9)等の研究の結果,次のようなことが明らかにな
った｡すなわち,これらの錯体の光励起の直後の励起 Franck-Condom(F･C)状態と
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